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資料構成 1

１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明
・第１～３回協議会での宿題事項と対応案
・起点部、丁字交差点の形状変更
・工事中の濁水対策、凍結防止剤等の「塩害」対策

２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について
・今年度までの環境調査結果
・エゾシカ等の対策
・両生類等対策
・昆虫類対策
・植生復元等へ向けた対策
・モニタリング計画

３. 「エコロード」 と「周辺の利活用」に向けて
・北広島市を中心とした検討組織と検討スケジュール等

４. 今後の協議会、事業の進め方（案）
・事業の進め方、協議会の開催方針等



公共事業評価専⾨委員会（R1.7.24）
公共事業（⼤規模等）事前評価 付帯意⾒

（１）当事業の実施に当たっては、関係する事業者等と協議の場を通じて密接に連携協
議し、求められる事業の⽬的や公共性を確保するとともに、道⺠に対し⼗分な説明責
任を果たすこと。

（２）きたひろしま総合運動公園の整備等に⼤きな変更が⽣じた場合は、適宜、政策評
価の対象とする。

（３）環境調査の結果を踏まえ、地形改変の影響を受ける希少な動植物は可能な限り移
植等の保全措置を講じ、⾃然環境への負荷は最⼩限にとどめるよう配慮すること。
また、⾃然環境を監視する協議会等を設⽴し、保全措置の実効性を⾼めること。

アクセス道路に関する意⾒交換会
（北広島市主催）

第1回（R1.10.17）

第2回（R1.12.23）

第3回（R2.3.25）

第4回（R2.5.22）

道道きたひろしま総合運動公園線の整備における
環境保全を考える協議会

（北海道空知総合振興局札幌建設管理部主催）

第1回協議会（R2.5.28）

第2回協議会（R2.6.29）

第3回協議会（R2.8.3）

環境現地調査

道路・橋梁設計
⼯事計画検討

植⽣復元試験等

第4回協議会（今回）

・⼯事⽤道路等の計画概要の説明
・エコロード（将来像）の意⾒交換
・今後の協議会、事業の進め⽅(案)

⼯事実施
（⼯事⽤道路、本線）

完成、開通

１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明協議会開催までの流れ （おさらい） 2

・計画概要の説明（橋⻑延伸等）
・R1環境調査結果の報告
・R1意⾒交換会からの継続協議事項の整理
・R2補⾜調査⼿法等の報告
・橋梁計画の説明

・環境調査結果と環境保全措置（対策）について
・「エコロード」周辺の利活⽤に向けて
・今後の協議会、事業の進め⽅(案)



これまでの宿題事項 3

○第１〜３回協議会での宿題事項と対応案
区分 「まとめ」における宿題事項 対応⽅針

第1回協議会
（R2.5.28）

・エコロード︓コンセプトを整理、
⼯事前、供⽤後のモニタリングの⽅法検討、
協議会で提案

・第3回にて「将来像」として整理（済）
・⼯事前、供⽤後のモニタリングの⽅法等は
今回（第4回）で提⽰

・ロードキル︓各動物の移動経路を確認した
上で対策・施設等を検討、協議会で提⽰

・環境調査結果とあわせて、今回（第4回）で
提⽰

・道路⼯法︓経済性・維持管理性を踏まえ、
⽐較検討案を提⽰

・道路構造︓第1回協議会で説明した変更箇所
と合わせ、第３回で提⽰（済）

・⼯事⽅法（⼯事⽤道路等）︓建設会社側への
聞き取り結果等も踏まえ、⼯事⽤道路の縮⼩
等の検討結果を、第3回で提⽰（済）

第2回協議会
（R2.6.29）

・ロードキル︓スロープ付き側溝の具体的な
形等を提案

・事例等による「効果」を第3回で整理（済）
・具体的な対策内容は、環境調査結果とあわせ
て、今回（第4回）で提⽰・昆⾍への遮光壁︓具体的な提案を予定

（北側、南側等）
・⼯事⽤道路︓⽚押しを含めた⽐較検討 ・「⽚押し」での⼯事実施可能性を、第3回で

提⽰（済）

１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明



これまでの宿題事項 4

○第１〜３回協議会での宿題事項と対応案
区分 「まとめ」における宿題事項 対応⽅針

第3回協議会
（R2.8.3）

・起点部、丁字交差点での「⼀時停⽌」で渋
滞が発⽣すると、光が集まり、昆⾍に影響
が出るのでは。

・起点部の交差点形状について、
今回（第4回）で提⽰

・河川汚濁と塩害への具体策。 ・⼯事中の濁⽔対策（ため池の具体的位置等）、
路⾯排⽔の処理⽅法（排⽔、マス）、凍結防
⽌剤の河川への影響について、
今回（第4回）で提⽰

・環境１２項⽬を引き継いだ４項⽬（第２回
協議会資料）について、保全処置⽅法の具
体策
・エゾシカ等のロードキル、交通安全
・両⽣類、昆⾍のロードキル対策
・法⾯緑化における外来種抑制
・塩害等対策、冬季路⾯管理⽅法

・環境調査結果とあわせて、今回（第4回）で
提⽰

・エゾシカ等対策︓橋下への誘導における他
の⽣態への影響、シカの⾏動圏を考慮した
マクロな視点での整理

・環境調査結果、広域な⾏動圏に関する調査
データ、野幌森林公園での管理⽅針等とあ
わせて、今回（第4回）で提⽰

・⼯事⽤道路︓表⼟ブロック、植⽣復元への
管理⽅法等

・その対応⽅法等を今回（第4回）で提⽰

・エコロード周辺の利活⽤
（⽔辺の広場、やかましの森等の利活⽤）

（道路事業による環境保全という観点に加え）
・地域の「資源」、「⾃然との触れ合い」とい
う観点で、北広島市と役割分担して対応
→その⽅向性等を今回（第4回）で提⽰

１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明



事業計画の変更（案） 5１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明

◆起点部、丁字交差点での「⼀時停⽌」への対応
○信号による停⽌や⼀時停⽌がなくスムーズに通⾏でき、
燃費改善によるCO2削減等が期待できる、新技術「ラウンドアバウト」を採⽤。

⇒ 交差点での滞留、渋滞等を最⼩化

出典︓既にラウンドアバウトが導⼊されている
栃⽊県⼤⽥原市の紹介資料より抜粋

環状交差点 標識

資料︓檜⼭管内上ノ国町に設置されたラウンドアバウト（上ノ国町資料）

「⼀時停⽌」ではなく「ゆずれ」表⽰



事業計画の変更（案） 6１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明

◆起点部、丁字交差点での「⼀時停⽌」への対応
○「ラウンドアバウト」に変更することで、⼤規模切⼟による改変範囲を縮⼩。
○⼀時停⽌がないため、⼊場時・退場時の集中する交通がスムーズに通過でき、

滞留、渋滞等を最⼩化できると判断。

※当該交差点は環道交通量が
少ないと想定される。

⇒流⼊時の待ちは、
ほぼ発⽣しない
＝速度低下はしない

環道優先

流入時に
速度低下

流入時に
速度低下当初計画

変更計画（案）



事業計画の変更（案） 7１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明

◆⼯事中の濁⽔対策
○⽔槽等の濁⽔処理施設を設けて濁⽔（⽔の濁り）要因となる⼟壌粒⼦を沈下させ、
濁りを含まない「上澄み⽔」を放流することで、濁⽔の発⽣を抑制
⇒ 下図のように配置し、⼯事中の濁⽔発⽣による河川環境への影響を最⼩化

◇起点側交差点〜１号橋〜中央部

◇２号橋〜３号橋〜終点側交差点

：水槽
：水中ポンプ
：排水管

凡例

工事用道路施工用
※水中ポンプはH鋼杭
打設位置に順次配置

工事用道路施工用
※水中ポンプはH鋼杭
打設位置に順次配置

水槽

水中ポンプ

N=1台

N=1台

●⼟⼯部のほか、橋脚掘削箇所
においても、ポンプ等を⽤い
て対策を実施。

＜例＞



事業計画の変更 8１.前回までの宿題事項、事業計画の補足説明

◆凍結防⽌剤等の「塩害」対策

資料︓国総研資料第412号「凍結防⽌剤散布と沿道環境」(2007)、
⼭本裕⼀郎他「道路⽤凍結防⽌剤の河川への影響調査」⼟⽊技術資料52-9 (2010)

より、グラフを再整理

▼散布した凍結防⽌剤の⾶散イメージと、⾶散・流出収⽀

○凍結防⽌剤の散布は、冬季路⾯管理や道路交通の安全対策として不可⽋。
散布された凍結防⽌剤の約７割超が側溝から流出し、河川へ到達。
（河川で希釈等されるとの報告（国総研資料他）もあるが、現場ごとに状況は異なると推察）
排⽔マスの設置等で、側溝から河川への流出量の低減が期待
できるものの、現時点で定量的は判断は難しい。

⇒ 引き続き様々な知⾒等を収集、開通後の冬季路⾯管理、凍結防⽌剤の散布⽅法等を検討、
冬季利⽤状況等を含めたモニタリングを実施し、河川環境や周辺植⽣への影響を最⼩化
あわせて、冬期交通需要と周辺道路網の状況を鑑みた、冬季路⾯管理の最適化も検討



今年度までの環境調査結果 9２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆環境調査結果
○道路事業による環境保全等を⽬的に、平成30年7⽉より現地調査を実施。
このうち、令和2年9⽉までの調査結果の概要を報告する。

・哺乳類︓エゾシカ（ロードキル対策）
・⿃類︓希少⿃類の営巣、繁殖状況等
・は⾍類、両⽣類︓希少性の⾼い種の⽣息、産卵状況等
・⿂類︓⿂類相、⽔質の状況等
・昆⾍類︓昆⾍類相の状況等
・甲殻類︓希少性の⾼い種の⽣息状況等
・植物︓希少性の⾼い種の⽣育状況等

⇒ それぞれ調査結果の概要、対象種への環境保全措置（対策）、今後のモニタリング計画等
を整理。



今年度までの環境調査結果 10２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆哺乳類︓エゾシカ調査結果の概要
○ほぼ全線にわたり痕跡（⾜跡・糞・⽖とぎ跡）等を確認。
○ボックスカルバート以外のすべてのセンサーカメラで、エゾシカを撮影。
○特に農家周辺（地点4)でエゾシカを多数撮影（最⼤群れ頭数7頭）
○⽀笏湖⽅⾯から野幌⽅⾯へ分布域が拡⼤している（ヒアリングによる）。

希少生物情報掲載により口外禁止

⇒交通安全の観点から、全線にわたりエゾシカの道路への侵⼊防⽌柵を設置し、移動経路とな
る橋梁下へ誘導する。

調査⽇︓R2年2⽉22⽇（痕跡）、3⽉21⽇（痕跡）、4⽉23⽇〜（⾃動撮影）

(9/14時点)

地点1
R2.7.18撮影

地点9
R2.5.12撮影

地点4（アライグマ）
R2.5.24撮影北広島市資料

▼⿃獣被害防⽌対策によるエゾシカ捕獲頭数



防⿅柵⼀般図（案）

エゾシカ等の対策 11２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆運転者の交通安全の観点からの
道路への侵⼊防⽌対策（ロードキル対策）

希少生物情報掲載により口外禁止

・橋梁を除き防⿅柵（⾼さ2.5m）を設置し、橋梁下へシカを誘導。
・道路事業としては道路の南側に防⿅柵を設置、JRや国道が並⾏する北側は各管理者と協議。
・柵の端部の隙間をなくし、ドレスネットにより下部を塞ぐ等、⼩動物の侵⼊を防⽌。
・⾃動撮影調査によるモニタリングの継続。
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今年度までの環境調査結果 12２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆哺乳類︓コウモリ類調査結果の概要
○BDレコーダー調査では、全地点でコウモリ類の反応を確認（現在解析中）。
○捕獲調査でヒメホウヒゲコウモリ、コテングコウモリ、モモジロコウモリの3種を捕獲。
○ねぐらとなる樹林地は周辺に広く分布。

希少生物情報掲載により口外禁止

コテングコウモリ
R2.7.28撮影

ヒメホウヒゲコウモリ
R2.7.28撮影

BDレコーダによる確認数/⽇と標準誤差(9/14時点)

⇒改変域の最⼩化および橋⻑の変更。
⇒餌となる昆⾍類を誘引する街灯を設置しない。
⇒活動期（夏季）の夜間⼯事実施時は照明等にて配慮。

調査⽇︓R1年10⽉（BD）、R2年3⽉、4⽉、5⽉（ねぐら）、6⽉〜9⽉（BD録⾳）、7⽉27〜30⽇、8⽉12〜13⽇、24〜27⽇、9⽉14〜15⽇（捕獲）

モモジロコウモリ
R2.9.14撮影



今年度までの環境調査結果 13２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆⿃類︓重要種モニタリング結果の概要
○オオタカ︓R1は2⽻の幼⿃が巣⽴ち、R2は同じ巣で抱卵を確認、最終的には繁殖失敗。
○ハイタカ︓R2にレクリエーションの森（範囲外）で新たな営巣を確認。
○クマゲラ︓事業地周辺を広域に採餌場として利⽤。

希少生物情報掲載により口外禁止

オオタカ営巣林
R2.7.14撮影

オオタカ♀
R2.6.16撮影

クマゲラ♂♀
R2.5.18撮影

ハイタカ幼⿃
R2.8.2撮影

ハイタカ営巣林
R2.8.11撮影

⇒繁殖期のモニタリングにより配慮区域内で営巣兆候を確認した場合、保全措置を実施。
⇒餌となる昆⾍類の活動期（夏季）の夜間⼯事実施時は照明等にて配慮。

調査⽇︓H30年7〜8⽉、11⽉〜R1年7⽉、11⽉〜R2年8⽉

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。



営巣を確認した場合の『配慮区域』における保全措置

*オオタカは毎年同じ営巣林を使⽤する可能性が⾼い
オオタカ配慮区域

ｵｵﾀｶ・ﾊｲﾀｶ・ｸﾏｹﾞﾗの対策 14２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆⼯事による繁殖阻害の懸念
⇒配慮区域・配慮期間における⼯事中⽌・⽴ち⼊り禁⽌

希少生物情報掲載により口外禁止

・⼯事期間中はモニタリングを継続し、オオタカ・ハイタカ・クマゲラの繁殖状況を調査。
・配慮区域（巣より半径250m）内において、繁殖期間（4⽉〜7⽉）の施⼯中⽌、
測量の禁⽌等の保全措置を実施。

3月 4月 5月 6月 7月 8月

モニタリング ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事 中止 中止 中止 中止

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。



今年度までの環境調査結果 15２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆両⽣類︓エゾサンショウウオ調査結果の概要
○裏の沢川と周辺の沢・湿地で産卵、多くの産卵⽔域は夏季（上陸）までに枯渇。
○R2春季に改変域に産卵した卵嚢の移植を実施、⼯事計画変更により放流。

希少生物情報掲載により口外禁止

⇒改変域の最⼩化及び橋⻑の変更。
⇒上陸後から繁殖前（冬季）に改変域の産卵池を埋め⽴て、改変区域外での産卵を誘導。
⇒脱出⽤スロープ付き側溝・桝による、ロードキルの防⽌。

エゾサンショウウオ卵嚢
R2.4.14撮影

移植地の状況（⻄の⾥）
R2.4.17撮影

移植地の状況（やかましの森）
R2.4.16撮影

調査⽇︓H31年4⽉19〜20⽇、R2年4⽉14〜15⽇、15⽇〜16⽇（仮移植）、5⽉19⽇（放流）、7⽉27⽇（⽔域調査）

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。



エゾサンショウウオロードキル対策事例

両生類等対策 ２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆ロードキルによる⽣息個体減の懸念
⇒スロープ付き側溝などによる移動経路と脱出経路の確保
・産卵時の移動距離*を考慮し、産卵⽔域より100m以内の区間に脱出スロープを設置。
・設置区間では全⾯スロープとする。
・坂の下では、降⾬時に桝に流れ込む両⽣類の脱出⽤に、スロープ付き桝を設置。
・橋の周辺は橋の下へ法⾯沿いに緩やかに流下させる。
※横断施設は産卵期には積雪により閉塞している可能性が⾼く、産卵のための移動個体に

対する有効性は低い。 *野⽣⽣物保全技術（佐藤正孝・新⾥達也，2001年9⽉30⽇）
*都市域のエコロジカルネットワーク計画における動物の移動分散の距離に関する考察（徳江義宏・⼤澤啓志・今村史⼦，⽇本緑化⼯学会誌，2011年37巻1号）

希少生物情報掲載により口外禁止

スロープ付き側溝 製品例
（曾澤⾼圧コンクリート株式会社）

◆事業による⽣息個体減の懸念
⇒移植・埋め⽴て

• 改変域で確認されたエゾサンショウウオの
産卵⽔域は、陸上⽣活期（秋季~冬季）の間
に埋め⽴て、改変域外での産卵を誘導する。

16

スロープ付き桝 製品例
（株式会社カンケン）

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。



植林環境
R2.8.4撮影

樹林環境
R2.8.4撮影

今年度までの環境調査結果 17２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆昆⾍類︓昆⾍類調査結果の概要
○樹林性の昆⾍類が多く、開けた環境では草地性・湿地性の昆⾍類を確認、⽔辺では⽔⽣昆⾍
類を確認。

○環境に応じた多様な種構成。

希少生物情報掲載により口外禁止

⽔辺環境
H30.8.6撮影

湿地環境
H30.8.6撮影

草地環境
R2.8.3撮影

⇒改変域の最⼩化及び橋⻑の変更。
⇒誘引防⽌対策として街灯を設置しない。
⇒活動期（夏季）の夜間⼯事実施時は照明等にて配慮。
⇒⾛⾏⾞両への誘引防⽌対策の必要性を検討するための、現地調査の実施。

調査⽇︓H30年8⽉3〜6⽇、R2年8⽉3〜4⽇

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。



昆虫類対策 18２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆ヘッドライトによる誘引、ロードキルの懸念
⇒昆⾍対策の現地調査

・⼟⼯が進んだ段階で、ヘッドライトの漏れを想定した調査（ライトトラップ調査）を実施し、
必要に応じて対策規模、対策箇所を検討。

・ヘッドライトが広く届く箇所、樹林帯、⽔変域近く等を選定し、調査を実施。
・ヘッドライトの光源（ハロゲンランプ等）を使⽤し、夜⾏性昆⾍類が多く⾶来する夏季に複
数回実施。

希少生物情報掲載により口外禁止

昆⾍が反応する光と光源の要素 重要昆⾍の分光感度

出典︓光を利⽤した害⾍防除のための⼿引き
（独）農業・⾷品産業技術総合研究機構，2014年7⽉



今年度までの環境調査結果 19２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆⿂類・⽔質︓⿂類相・河川⽔質調査結果の概要
○⿂類︓北海道内の⼀般的な⼩河川にみられる種を確認。

春以降、降⾬時以外は⽔域（裏の沢川）が分断。
○⽔質︓有機物質や栄養塩類がやや⾼い。（環境基準類型A〜AAに該当）。

希少生物情報掲載により口外禁止

上流地点
R2.6.15撮影

⇒橋梁構造の採⽤・橋⻑の変更。
⇒⼯事中の濁⽔対策による⽔環境への影響を低減。

調査⽇︓R1年6⽉15⽇（⿂類）、12⽉7⽇、平成31年4⽉4⽇（⽔質）、R2年6⽉15⽇（⿂類）

捕獲⿂類
R2.6.15撮影

カワヤツメ属

エゾウグイ

ウグイ属
エゾホトケドジョウ フクドジョウ

⽔質調査結果
（下段は結果が該当する環境基準類型）

　 地点 下流 中流 上流 排水
項目 平均 平均 平均 基準

pH － 7.2 7.4 7.3 5.8-8.6
AA AA AA

BOD mg/L 0.5 0.7 0.6 160
AA AA AA

SS mg/L 6 2 6 200
AA AA AA

DO mg/L 13.4 13.7 13.5 -
AA AA AA

大腸菌群数 MPN/100mL 145 56 41 -
A A AA

COD mg/L 3.0 3.1 3.3 160
A B B

全窒素 mg/L 1.2 1.0 1.0 -
類型外 Ⅴ 類型外

全リン mg/L 0.011 0.009 0.017 -
Ⅲ Ⅱ Ⅲ

環境
基準
項目

(河川)

環境
基準
項目

(湖沼)



今年度までの環境調査結果 20２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆ザリガニ調査結果の概要
○H30年度に1箇所で2個体を確認。
○R.9に上流部の改変区域外、⽣息適地に移植済み。

希少生物情報掲載により口外禁止

確認地点
R1.9.19撮影

確認個体
R1.9.19撮影

移植先
R1.9.19撮影

調査⽇︓H30年8⽉3〜4⽇、R1年9⽉5⽇（調査）、19〜20⽇（移植）

⇒個体の移植（実施済み）。

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。
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今年度までの環境調査結果 21２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆植物︓植物調査結果の概要
○事業区域内で多数の重要種を確認。
○地域個体群への影響が⼤きい種（サルメンエビネ・ヤマシャクヤク・トケンラン・ナガハシ
スミレ）は移植により個体を保全。

○重要種の⼀部を仮移植地に移植（R1.11）、現在残りの移植候補地を検討中。

希少生物情報掲載により口外禁止

⇒仮移植の経過は良好。今年度11⽉に本移植を実施（現在移植適地を検討中）。
⇒消失する植⽣の復元、および外来種の侵⼊を防ぐため、在来種による緑化を検討。

仮移植地の状況
R2.5.12撮影

調査⽇︓H30年8〜9⽉、H31年4〜6⽉、R1年9〜11⽉、11⽉21〜23⽇（仮移植）、R2年5〜6⽉（仮移植モニタリング）、8⽉（移植候補地選定）

ヤマシャクヤク仮移植地
R2.6.17撮影

ナガハシスミレ仮移植株
R2.6.17撮影

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。



重要種移植候補地

ヤマシャクヤク⾃⽣地 サルメンエビネ⾃⽣地

植物重要種対策 22２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆重要種の個体保全
⇒移植

・改変域に⽣育する重要種（サルメンエビネ、ヤマシャクヤク）を移植。
・改変区域外の⾃⽣地への移植を検討。
・移植選定調査（群落組成、⼟壌⽔分、照度等）実施済み（国有林内含む）、現在移植適地検
討作業中。
→R2.11以降に本移植を実施

希少生物情報掲載により口外禁止



植生復元等へ向けた対策 23２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

○改変により植⽣が消失し、新たに裸地（法⾯や⼯事⽤道路跡地）が出現する。
⇒・植⽣の復元、および外来種侵⼊防⽌のため、在来種による早期緑化を検討
・①在来種による緑化
・②表⼟ブロック移植⼯による植⽣復元 ③法覆基材⼯による植⽣復元

北広島市

札幌建設管理部

緑化の専門家

調査・計画・設計 施工 維持管理

有識者

地域住民（保護団体、学校等）

協議会

コンサルタント（調査・計画・設計）

道道きたひろしま総合運動公園線 植生対策の進め方（案）

植生検討会

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）



植生復元等へ向けた対策 24２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

緑化・復元⽅法

⾚字︓ワーキング会議による検討項⽬

①在来種による
緑化

②表土ブロック移植工
による復元

③法覆基材工による
復元

対象箇所 切土法面 盛土法面・工事終了後の工事用道路・ヤード

採取箇所 ‐ 改変域のうちササ類の
少ない林内

改変域

仮置き場所 ‐ 工事用道路周辺 近隣の土捨場

実施
時期

2020年 試験施工 表土ブロック採取場所
選定

はぎとり・仮置き

表土採取場所選定
すきとり・仮置き

2021年 モニタリング
種選定・本施工

モニタリング

2022年～ 本施工 移植・復元

復元後の維持管理 地域等によるモニタリング

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）

*施⼯業者へ詳細に指⽰し、連携して進める。



植生復元等へ向けた対策 25２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

緑化⽅法︓在来種による緑化（試験ケース）

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）



植生復元等へ向けた対策 26２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

復元⽅法事例

出典︓表⼟ブロック移植の簡易⼯法による盛⼟法⾯の⽣態系復元の評価

表土ブロック移植工 法覆基材工

工法

保管方法

表土部分を
すきとり

かたまりで
根こそぎ
すくい取る

重ねず平積みとして光合成を確保
保水方法等を検討中

種子侵入防止のためブルーシートを設置
保管形状と最良な管理方法を検討中

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）

不織布等

不織布等



まとめ 27２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆環境調査結果の概要
○道路事業による環境保全等を⽬的に、平成30年7⽉より現地調査を実施。
このうち、令和2年9⽉までの調査結果の概要は以下のとおり。
区分 調査結果の概要 保全等の対象種（※） モニタリング項⽬

動

物

哺乳類 9科12種の⽣息を確認
うち重要種3種

エゾシカ
（ロードキル対策の観点）

・エゾシカ⾃動撮影調査
・BD録⾳解析、捕獲調査
（コウモリ類モニタリング）

⿃ 類 36科108種の⽣息を確認
うち重要種18種

オオタカ・ハイタカ・クマゲラ
（重要種︓希少性の観点）

・特定種対象の繁殖状況調査
（オオタカ、ハイタカ、クマゲラ）

・⼀般⿃類モニタリング
は⾍類 2科2種の⽣息を確認

両⽣類 2科3種の⽣息を確認
うち重要種1種

エゾサンショウウオ
（重要種︓希少性の観点）

・エゾサンショウウオ
産卵状況調査

⿂ 類 3科4種の⽣息を確認
うち重要種3種

・⿂類モニタリング
・河川⽔質モニタリング

昆⾍類 142科414*種の⽣息を確認
うち重要種12種(*H30まで)

・昆⾍類モニタリング
・保全対策の試験調査
（対策検討）

甲殻類 ザリガニ（重要種）を確認 ザリガニ（重要種︓希少性の観点） （移植モニタリングは実施しない）

植 物 93科373種の⽣育を確認
うち重要種5種

ヤマシャクヤクなど４種
（重要種︓希少性の観点）

・移植モニタリング
・植⽣フィールド試験

希少生物情報掲載により口外禁止

※重要種（法令やレッドリスト等の対象種）全般、動植物全般に関しては、
改変域の最⼩化（⼟⼯規模の縮⼩、橋⻑の⻑⼤化等）により環境保全措置を実施済み。
ここでは、追加的に保全措置を検討・実施する種を対象種として記載。



まとめ 28２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆環境保全措置（対策）等の検討、実施状況
区分 保全等の対象種 環境保全措置（対策） 備 考

動

物

哺乳類 エゾシカ ロードキル対策の観点から、道路への侵⼊防⽌対策を検討
⇒防⿅柵設置 モニタリング（通年）

コウモリ類 ⇒「改変域の最⼩化」「橋梁構造の採⽤」により保全対策とする モニタリング（5⽉〜9⽉）

⿃ 類

オオタカ 路線から約120mで営巣(R1,R2）、施⼯時期の配慮
⇒配慮期間（4⽉〜7⽉）、配慮区域（250m）の施⼯中⽌、⽴⼊禁⽌

モニタリング（3⽉〜8⽉）
ハイタカ

路線から約600mで営巣（R2)
⇒モニタリングにより配慮区域（250m）内で営巣が確認された場合
オオタカと同様の保全措置とする

クマゲラ
採餌⽊、ねぐら⽊を確認
⇒モニタリングにより配慮区域（250m）内で営巣が確認された場合、
オオタカと同様の保全措置とする

モニタリング（12⽉〜7⽉）

⿃類相全般 ⇒「改変域の最⼩化」「橋梁構造の採⽤」により保全対策とする モニタリング（4⽉・6⽉）

両⽣類 エゾサンショウ
ウオ

改変影響を受ける⽔域で卵嚢を確認⇒移植
改変域の産卵⽔域は産卵期（春）までに埋める

モニタリング（4⽉）
⽔域調査（7⽉）

道路侵⼊、ロードキルによる⽣息個体減の影響が懸念
⇒側溝での個体死防⽌として、スロープ付き側溝・桝を採⽤（⼩型動物全般）

⿂類 ⇒「橋梁構造の採⽤」「濁⽔対策」により保全対策とする モニタリング（6⽉）

昆⾍類
⇒「改変域の最⼩化」「橋梁構造の採⽤」により保全対策とする モニタリング（8⽉）
⾛⾏⾞両のヘッドライトによる集⾍、ロードキルによる⽣息個体減の
影響が懸念 ⇒対策の検討 試験調査実施予定

ザリガニ 改変影響を受ける区域で⽣息 ⇒移植（R1.9実施済み）

植 物

ヤマシャクヤク
等4種

改変影響を受ける区域で⽣育を確認 ⇒移植
（R1.11仮移植済み、R2.11本移植）

移植先検討調査
移植モニタリング

（植物全般）
改変により植⽣が消失、外来種の侵⼊が懸念
⇒盛⼟法⾯等︓在来種による緑化

復元（表⼟ブロック移植・法覆基材⼯）
⼯事⽤道路︓鉄板敷設で⾞両からの周辺⾶散を防⽌

植⽣フィールド試験

希少生物情報掲載により口外禁止
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◆環境モニタリング・管理計画
「⼯事前、⼯事中、供⽤後のモニタリング及び管理は、有識者の助⾔等を受けながら実施期間を検
討 (供⽤後3年程度を想定)

区分 保全等の対象種 （R2年度） ⼯事中（R3年度・R4年度） 供⽤後（R5年度以降）

動

物

哺乳類
エゾシカ ⾃動撮影調査（通年）
コウモリ類 BD録⾳解析・捕獲調査（5⽉〜9⽉）

⿃ 類

オオタカ
ハイタカ 繁殖状況調査（3⽉〜8⽉）

クマゲラ 繁殖状況調査（12⽉〜7⽉）
⿃類相全般 ⿃類相調査（4⽉・6⽉）

両⽣類 エゾサンショウ
ウオ

産卵状況調査（4⽉）
⽔域調査（7⽉） 産卵状況調査（4⽉）

⿂類 ⿂類相調査（6⽉）

昆⾍類
対策検討 ライトトラップ試験調査
昆⾍類相全般 昆⾍類相調査（8⽉）

植 物

ヤマシャクヤク等
4種

仮移植モニタリング
（4⽉・6⽉）
移植先検討調査
本移植（11⽉）

移植モニタリング（4⽉・6⽉）

法⾯ 植⽣フィールド試験 （法⾯緑化）
緑化モニタリング 緑化モニタリング

植⽣ 表⼟・表⼟ブロック仮置き
表⼟ブロックモニタリング

植⽣復元モニタリング
（表⼟ブロック復元）
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２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

※供用後は凍結防止剤等の塩害対策におけるモニタリングを実施



「エコロード」 と「周辺地域の利活用」 30３. 「エコロード」 と「周辺の利活用」に向けて

◆地域の将来像
○エコロード
「道道きたひろしま総合運動公園線」

・北広島市の総合運動公園、
北海道ボールパークに接続する道路
→ 地域特性（地の利）を活かした

エコロードとして
⇒ 道路事業としての周辺環境への

負荷軽減、⾃然環境への配慮等を実施

空中写真(1961-69)、国⼟地理院 空中写真(1974-78) 、国⼟地理院 空中写真(1984-86) 、国⼟地理院

▼⼟地利⽤の変遷（過去からの空中写真）

○周辺地域の利活⽤
・天然記念物（野幌原始林）、
北広島市レクリエーションの森、⽔辺の広場、
「やかましの森」等が分布
→ 「保全」と「活⽤」の両⽴

・幼稚園や市⺠、環境保全に積極的な⽅々等の
多様な関係者の存在
→ 多様な主体の積極的な参画が可能となる

「場づくり」
⇒ 周辺地域︓ 貴重な環境「資源」、それらを

活⽤した「⾃然との触れ合い」の観点で、
北広島市の「⽔辺の広場」等との

⼀体的な利活⽤を検討



「周辺地域の利活用」 31３. 「エコロード」 と「周辺の利活用」に向けて

◆「周辺地域の利活⽤」︓検討組織、検討の流れ
○周辺地域の利活⽤（北広島市の「⽔辺の広場」等との⼀体的な利活⽤）
⇒地域の重要な環境「資源」、またそれらを活⽤した「⾃然との触れ合い」という観点で、

北広島市と役割分担して対応していく予定。
具体的には、以下のような主体、検討の流れで進めていくことを想定。

植⽣検討会
（在来種での植栽試験等）

＜北海道＞

道道きたひろしま総合運動公園線
の整備における

環境保全を考える協議会
＜北海道＞

周辺地域の利活⽤等を
検討する会など

＜北広島市＞

▼「周辺地域の利活⽤」に向けた主体と本協議会等との関連性

（本協議会）

公共事業（⼤規模等）事前評価
付帯意⾒における「⾃然環境を
監視する協議会等」の位置づけ

協議会の設⽴趣旨である
「保全措置の実効性を⾼める」
ための、技術的助⾔を⾏う

連
携 ・地域主体で、⽔辺の広場等との

⼀体的な利活⽤を検討
・市⺠等の多様な主体がかかわる、
環境学習、体験の場となる場所
（植⽣復元等への関わり）を検討

▼周辺地域の「利活⽤」に向けた検討の
流れ（案）

環境保全を考える協議会
事業計画、環境保全措置等

（本協議会）

①全体デザイン等の検討
利活⽤の実態や将来計画に合致
した全体計画（デザイン）検討

検討する会議など

②役割分担の検討
例）北海道＆北広島市︓⼯事⽤

道路を活⽤した遊歩道
整備（公園施設等）

北広島市︓公園整備、管理
市⺠等︓活動推進等

環境保全を考える協議会
検討結果の報告を受ける



事業の進め方、協議会の開催方針 32４. 今後の協議会、事業の進め方（案）

◆事業の進め⽅
○植⽣検討会での植栽試験の実施等を含め、今秋からの⼯事着⼿を予定。
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◆工程表（令和2年9月末現在の予定）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（R2年度） （R3年度） （R４年度） （R5年度）

橋梁下部工 （仮）３号橋 橋脚N=1、橋台N=2

（仮）１号橋 橋脚N=4、橋台N=2

（仮）２号橋 A1橋台（※２） 橋脚N=7、橋台N=2

橋梁上部工 （仮）３号橋 L=73.6m

架設・橋面
（仮）１号橋 L=245m

（仮）２号橋 L=341m

道路土工 中間部切土（※２） 函渠工・排水工を含む

路盤・舗装工 中間部（※２） 路上安全施設を含む

仮設工 工事用道路設置

工事用道路撤去 市道西裏線の進捗状況に応じて対応。

※１　道路、橋梁及び工事用道路は設計中であり、変更の可能性がある。

※２　Ｒ３年は、周辺で重要鳥類の繁殖が確認された場合、繁殖場所の半径250ｍ内に立ち入り出来ないため、中間部切土の施工が出来ない。

備　考

3月ｵｰﾌﾟﾝ1月ﾌﾟﾚｵｰﾌﾟﾝ

鳥類

鳥類 鳥類

鳥類

工場製作

工場製作

工場製作



協議会の開催方針 33４. 今後の協議会、事業の進め方（案）

◆今後の協議会の開催⽅針
○協議会の設⽴趣旨（⽬的）
〜⾃然環境の保全に配慮しながら、道道きたひろしま総合運動公園線の事業を進める上で
その状況を監視する、意⾒を聴取する協議会 として設⽴・開催

⇒今後も、⼯事の進捗状況、環境保全措置等の⾃然環境の保全への配慮の実施状況を報告する
場として、年数回程度を⽬途に、モニタリング状況に応じて、継続的に開催したい。

第１回協議会資料、協議会開催要領、第１（抜粋）
道道きたひろしま総合運動公園線の整備にあたり、道の政策評価委員会において「環境調査の結果を
踏まえ、地形改変の影響を受ける希少な動植物は可能な限り移植等の保全措置を講じ、⾃然環境への
負荷は最⼩限にとどめるよう配慮すること。また、⾃然環境を監視する協議会等を設⽴し、保全措置
の実効性を⾼めること」と意⾒が付されたところ。
このため⾃然環境の保全に配慮しながら事業を進めることとし、学識経験者及び当該路線の環境保全
に知⾒を有する者から意⾒を聴取する「道道きたひろしま総合運動公園線の整備における環境保全を
考える協議会」（以下、「協議会」という。）を開催する。




